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ジフテリア（Diphtheria） 206,939 4 99.99
はしか（Measles） 894,134 138 99.98
おたふくかぜ（Mumps） 152,209 683 99.55
百日咳（Pertussis） 265,269 6,564 97.52
小児麻ひ（Polio） 21,269 0 100.00




破傷風（Tetanus） 1,560♯ 50 96.79
















































































































































































































































































































































（NIAID Profile：Fiscal Year 2001より引用）
図表9 NIAIDにおける2001年度予算の内訳
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たデータベースなど基盤技術
の開発を促進すること。
蘆研究機関と付属病院等との連
携を促進するなど、基礎研究
で得られた成果を臨床へ応用
するトランスレーショナルリサ
ーチへの取組を推進すること。
また、依然として未解明な免疫
系の現象を明らかにする基礎免疫
学を育成していくためには、個人
の知的好奇心や独創的発想に基づ
く個人発想型の研究の推進が必要
である。これには、研究者個人の自
由度が大きい科学研究費補助金な
どの研究助成の充実が望まれる。
これまで我が国の免疫学は、サ
イトカイン研究を中心に世界的に
も高い評価の実績をあげてきた。
これらのポテンシャルを活かし
て、さらに国際的な競争力のある
研究の促進や免疫学における新た
な領域の開拓などを目指していく
ためには、評価システムの改善も
必要である。例えば、評価のレビ
ューシートを公開し透明化を図る
ことや、海外の研究者を評価の審
査員に加えるなど、国際化を図る
ことが必要であろう。
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